
一
九
○
八
年
三
月
三
日
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
市
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
通
り
八
番
地
の
日
本
公
使
館
で
誕
生
。
父
は
外
交
官
の
大
鳥
富
士
太

郎
様
、
母
は
よ
し
様
、
祖
父
は
明
治
の
元
勲
の
一
人
大
烏
圭
介
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
誕
生
に
、
わ
が
国
の
医
学
教
育

の
歴
史
に
名
を
残
す
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
（
一
八
二
九
～
一
九
○
八
）
が
立
ち
会
っ
た
こ
と
は
、
後
に
医
史
学
に
進

ま
れ
る
先
生
に
と
っ
て
不
思
議
な
因
縁
で
あ
る
。

一
年
半
後
に
、
日
本
へ
帰
国
。
幼
稚
舎
・
普
通
部
・
大
学
医
学
部
と
一
貫
し
て
慶
應
義
塾
に
学
ぶ
。
一
九
三
二
年
医
学
部
卒
業
後
、
臨
床

医
の
道
に
は
進
ま
ず
、
藤
浪
剛
一
教
授
の
理
学
的
診
療
科
（
今
日
の
放
射
線
科
）
に
助
手
と
し
て
入
局
、
医
学
の
歴
史
の
研
究
に
取
り
組
ま
れ

「
我
国
医
学
に
使
用
せ
ら
る
る
解
剖
学
語
彙
の
研
究
』
（
中
外
医
事
新
報
一
九
三
二
年
～
一
九
三
二
年
に
か
け
て
五
回
連
載
）
が
処
女
論
文
で
あ

る
。
さ
ら
に
研
究
テ
ー
マ
は
「
支
那
に
お
け
る
西
洋
医
学
の
研
究
』
を
経
て
、
共
著
『
シ
ー
ポ
ル
ト
研
究
」
（
一
九
三
八
年
）
に
至
る
。
ド
イ
ツ

か
ら
一
年
間
だ
け
借
り
受
け
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
資
料
を
東
大
の
図
書
館
に
通
っ
て
研
究
し
た
成
果
で
あ
っ
た
。

終
戦
を
迎
え
た
一
九
四
五
年
八
月
、
慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
講
師
に
就
任
、
以
後
三
十
八
年
間
一
人
で
医
史
学
講
義
を
支
え
て
来
ら
れ
た
。

そ
の
間
に
、
一
九
六
○
年
に
医
学
博
士
取
得
、
一
九
六
六
年
に
教
授
に
就
任
、
北
里
記
念
図
書
館
入
り
口
左
横
の
教
授
室
に
入
ら
れ
た
。

研
究
の
方
で
は
オ
ラ
ン
ダ
生
れ
と
い
う
思
い
と
独
習
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
を
駆
使
し
て
、
日
藺
交
流
史
研
究
会
に
参
加
、
『
日
藺
医
学
交
流

ナァ
ノt－

O

大
鳥
閏
三
郎
先
生
の
御
経
歴

慶
應
義
塾
大
学
医
史
学
研
究
室
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蕊

加
し
た
際
に
生
地
を
訪
ね
、
大
い
に
感
慨
に
耽
ら
れ
た
と
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

一
九
七
三
年
に
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
後
も
客
員
教
授
と
し
て
慶
應
の
講
義
を
担
当
さ
れ
、
一
九
七
四
年
か
ら
は
東
海
大
学
医
療
技
術
短
期

大
学
の
教
授
を
勤
め
ら
れ
た
。
同
年
十
一
月
癌
の
た
め
慶
應
病
院
に
入
院
さ
れ
、
冑
全
摘
の
手
術
を
受
け
て
い
る
。
一
九
七
五
年
『
近
世
医

学
史
か
ら
』
を
出
版
。
そ
の
後
腸
閉
塞
で
度
々
入
院
さ
れ
た
が
、
そ
の
都
度
保
存
的
に
回
復
。
一
九
八
三
年
迄
講
義
を
続
け
ら
れ
た
。

一
九
八
二
年
、
先
生
の
研
究
生
活
五
十
年
を
祝
っ
て
先
生
の
主
な
論
文
四
編
を
含
む
、
百
人
近
い
友
人
や
弟
子
た
ち
の
寄
せ
書
き
で
作
っ

た
「
半
生
の
思
い
出
』
と
い
う
言
物
が
あ
る
。
先
生
の
真
面
目
さ
と
ス
マ
ー
ト
さ
と
や
ん
ち
ゃ
な
面
が
見
事
に
描
か
れ
て
い
て
、
弓
道
部
と

の
深
い
関
係
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
好
き
・
音
楽
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
な
ど
医
史
学
者
大
鳥
蘭
三
郎
先
生
の
意
外
な
面
が
見
え
る
。

日
本
医
史
学
会
の
理
事
長
に
就
任
さ
れ
た
の
は
一
九
八
四
年
の
こ
と
で
、
車
椅
子
の
理
事
長
で
あ
っ
た
。
私
の
記
憶
で
は
一
九
八
七
年
六

月
の
「
本
邦
帝
王
切
開
発
祥
の
地
」
の
記
念
碑
除
幕
式
に
埼
玉
の
飯
能
市
に
出
掛
け
ら
れ
て
挨
拶
さ
れ
た
の
が
対
外
的
な
公
式
行
事
に
出
ら

れ
た
最
後
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
足
腰
が
弱
ら
れ
、
十
年
近
い
入
院
生
活
が
続
い
た
。
網
代
の
温
泉
病
院
、
渋
谷
の
老
人
病
院
、
松
戸
の
国
立
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療
養
所
、
横
浜
の
病
院
な
ど
を
巡
ら
れ
た
。
一
九
九
一
年
理
事
長
を
退
か
れ
、
日
本
医
史
学
会
名
誉
会
長
に
就
任
さ
れ
た
。

最
後
の
四
年
間
は
宇
都
宮
に
あ
る
気
心
の
知
れ
た
弓
道
部
の
弟
子
の
医
院
に
入
院
し
て
、
奥
様
な
を
夫
人
に
見
守
ら
れ
て
、
心
置
き
な
く

幸
せ
な
晩
年
を
過
ご
さ
れ
た
。

本
年
三
月
、
米
寿
の
お
祝
い
を
喜
ん
で
受
け
ら
れ
た
後
、
五
月
に
呼
吸
不
全
を
起
こ
し
、
主
治
医
の
努
力
で
一
月
頑
張
っ
て
居
ら
れ
た
が
、

’
九
九
六
年
六
月
八
日
午
後
九
時
五
分
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
。

今
は
青
山
墓
地
の
大
烏
家
の
墓
所
に
眠
っ
て
居
ら
れ
る
。
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